
公営企業会計における収支の関係
収益的収支イメージ（税抜） （千円） （億円）

収益的収入 7,810,000
営業収益 営業収益 営業外 特別利益

給水収益 7,000,000 給水収益
その他（受託工事収益など） 400,000

営業外収益 （億円）
長期前受金戻入 200,000  収益的収入  収益的支出  当年度純利益
その他（給水負担金など） 200,000

特別利益 10,000 特別損失

収益的支出 6,805,000
営業費用 営業費用 営業外
原水及び浄水費・配水及び給水費 2,200,000 支払利息
業務費・総係費 1,200,000 10億5百万円
減価償却費 2,600,000
その他（受託工事費など） 200,000 （億円）

 減価償却費 長期前受金戻入  当年度分損益勘定留保資金 3の財布へ 2億 長期前受金戻入 3の財布へ
営業外費用 積立金の種類（3種）
支払利息など 600,000 ・建設改良積立金

・減債積立金
特別損失 5,000 ・利益積立金※

繰越分 当年度発生分 補填可能額
内部留保資金のイメージ 30億円＋（24億円＋10億5百万円）＝64億5百万円

過年度分損益勘定留保資金 2,000,000  
●●積立金（前年度利益処分後） 1,000,000 ←

（●●積立金）
当年度分損益勘定留保資金 2,400,000 （24億円ー4億円）＝（20億円） （10億5百万円）
当年度純利益（利益剰余金） 1,005,000

内部留保資金から不足額に補填
資本的収支イメージ（税込） （千円） （30億円） ２の財布へ 当年度分損益勘定留保資金から補填

（4億円）
資本的収入 1,600,000 （億円）

企業債 1,000,000  資本的収入  資本的支出  収支不足額
補助金・出資金 400,000
負担金 200,000

資本的支出 5,000,000
企業債償還金 1,800,000
建設改良費 3,200,000

収益、費用等の解説は「経営戦略」のP103をご参照ください。

（0.1億円）

現金収入

78.10 ー 68.05 ＝ 10.05

（0.05億円）
当年度純利益

原水及び浄水費・配水及び給水費 業務費・総係費 減価償却費

現金支出 非現金支出 現金支出

26.00 ー 2.00 ＝ 24.00

●●積立金 当年度純利益
利益処分後

（20億円） （10億円）
前年度から繰越（30億円）

16.00 ー 50.00 ＝ ▲ 34.00
資本的収入額が資本的支出額に不足する額（34億円）

現金収入（16億円）

現金支出（50億円）

「公営企業会計の仕組みについて」３つの財布補足説明用（モデル収支）

長期前受金戻入(２億円）
    非現金収入

現金収入

純利益は議会による利益処
分議決を受けて目的に応じ
た積立金となる
（決算次年度の9月議会）

当年度収益的収支で生じた
損益勘定留保資金

※は収益的収支の損失補
填に使用する３

の
財
布

過年度分損益勘定留保資金 当年度分損益勘定留保資金
利益処分の議決を受け
ずに繰越利益剰余金と
することもできる

（20億円+10億5百万円＝30億5百万円）が次年度に引継がれる内部留保資金

企業債
補助
出資

企業債償還金 建設改良費

１
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布
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